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１．Minutes of Meeting（ミニッツ）

 

２．PDM 案 
 
３．主要面談者リスト 
 
４．質問票回答 
 
５．訪問議事録・現地踏査記録 
 
６．環境大臣の任命 
 
７．現地報道 
 
８．収集資料一覧 
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３．主要面談者リスト 

 
（１）チリ側 

• 国際協力庁（International Cooperation Agency of Chile） 

 Ms. Andrea Zondek Darmstadter（Executive Director） 

 Ms. Margaret Ciampi Spode（Executive Director代理） 

 Mr. Ivan Mertens Galle（Coordinator Environmental and Technology Transfer Area） 

 Ms. Marcela Quezada（Coordinator）  

 Mr. Enrique O’Farrill（Head, Department of Bilateral and Multilateral Cooperation） 

 

• 国家環境委員会 (National Commission for the Environment：CONAMA) 

 Ms. Ana Lya Uriarte (Executive Director) 
 Mr. Cristian Gutiérrez Pangui(Head, Department of the Environmental Education and
Citizen participation) 

 Mr. Roberto González（Department of the Environmental Education and Citizen  

Participation） 

 Mr. Goost Meyes (Chief, Waste Area) 
 Ms. Claudia Guerrero(Specialist, Waste Area) 

 

• 地質鉱山局（SERNAGEOMIN） 

 Mr. Jorge E. Villaqblanca（Director, Mine Safety and Environment Training Center） 

 Ms. Renate Wallziegler（Geologist, Sub-director, National Geology） 

 Ms. M. Soeldad Santa Ana Loester（Head, Department of Planification and 

Investigation）  

 

• 国家環境委員会第6州事務所（CONAMA VI Regional） 

 Mr. Hector González（Regional Director） 

 Ms. Oriana Arellano（Environmental Education） 

 Ms. Gianinna Miranda（Chief, Environmental Education） 

 Ms. Macarena Mellardo（Comunications） 

 Ms. Cinthia Arenano（Staff） 

 Ms. Veronica González（Staff） 

 Ms. Patricia Araos 
 

• 教育省（本省）（Ministry of Education） 

 Ms. Valeria Fuentealba（Specialist,Unit of Support for the Cross-Section） 

 Ms. Patricia Gallardo（Specialist, Unit of Support for the Cross-Section） 
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• 保健省（本省）（Ministry of Health） 

 Mr. Gonzalo Agullar Madaune(Department of Environmental Health) 
 Mr. José Huerta (Coordinator, Projects of International Cooperation) 

 

• 教育省第6州事務所 

 Ms. Maria Beatríz Fuenzalida （ Ministry of Education, VI Region  Province of 

Cachapoal） 

 Mr. Jaime Avendrino Ahumide（Ministry of Education, Province of Coldrejuz） 

 

• 保健省第6州事務所 

 Mr. Hector González（Director of Secretary Ministral of Health） 

 Ms. Patricia Aranis（Chief, Public Health and Planification） 

 Ms. Anita González（Health Promotion）  

 Mr. Gonzalo Roche（Helath Department）  

 Ms. Angela Barrere Cordenez（Coordinator, Health education） 

 

• 森林公社（National Corporation of Forest：CONAF）  

 Ms. Gabriela Omegna（Specialist, Programme of Environmental Education） 

 Ms. Teresita González（Department of National Herritage） 

 

• CODELCO- El Teniente Division 
 Mr. Jorge Sanhueza（Manager）  

 Ms. Soeldad Estrada（Communications Department） 

 

• ESSBIO SA 
 Mr. Luis Alvarez（Coordinator, Community Relations） 

 

• Servicio País Pro- O’Higgins 

 Mr. Cristian Prado（Specialist, Program of Assistance）  

 Mr. Rodrigo Saavedra C（Head of the Department of Environment） 

 

• School of Agriculture “El Carmen de San Fernando” 

 Mr. Juan Pablo Mujica（Director） 

 Mr. José Espinoza（Chief of teachers） 

 

• Rural Concentration School “Sergio Verdugo Herrera” 

 Mr. Roberto Torrealba Troncoso（Director） 

 Mr. Vicente Díaz（Charge in the Environmental Education） 
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• Empresa de Envases Saint Gobain 
 Mr. Francisco Mendoza（Manager） 

 

• Municipality of La Pintana, Bureau of Environment 
 Mr. Manuel Valencia（Director of Environmental Management） 

 Mr. Pablo Fernandois（Chief, Dievision of Environmental Health） 

 Mr. Daniel Maretto（Charge in Environmental Projects） 

 Mr. Manuel Astorsa（Charge in Promotion of Environmental Health & Environmental 

Control 

 Mr. Gastor Muñoz（Director, Canal 39, La Pintana Television） 

 Ms. Francisca Gherrero（Charge in the Programme of Separation in origine） 

 

• Barreales School 
 Ms. Yolanda Ravanal（Director）  

 

• Governors and Mayors（自治体首長） 

 Mr. Héctor Huenchullan Quintana（Governor of VI Region） 

 Mr. Marco Solorza Moreno（Governor of the Province of Cachapoal） 

 Mr. Juan Pablo Díaz Burgos（Mayor of Graneros, President of the Regional Chapter,

Assocition of Municipalities in Chile） 

 Mr. Juan Paulo Molina Contreras（Mayor of San Fernando） 

 Mr. Joaquín Latorre Muñoz（Mayor of Placilla） 

 Ms. Miriam Rodríguez Cruz（Mayor of Chépica） 

 Mr. Luis Eduardo Escanilla Gaete（Mayor of Nancagua） 

 Mr. José Morales Espinoza（Mayor of Lolol） 

 Mr. Nelson Cabrera Marambio（Mayor of Palmilla） 

 Mr. Jorge Jorquera González（Mayor of Pumanque） 

 Mr. Fabian Guajardo León（Mayor of Peralillo） 

 

• Municipality of Santa Cruz 
 Ms. Lidia Pizarro Gamboa（Mayor of the Municipality of Santa Cruz） 

 Mr. Jaime López（Chief, Departmento of Environment, Municipality of Santa Cruz） 

 Ms. Ana Cardoeh Parochi（Concejal, Municipality of Santa Cruz） 

 Mr. René Muñoz（Concejal, Municipality of Santa Cruz） 

 Mr. Fermín Gutierrez（Municipal Secretary, Santa Cruz） 

 Mr. César Martínez Meneses（Charge of Comunicaions, Municipality of Santa Cruz） 

 Mr. Rodrigo Ordoñez Rojas（Charge of Public Relations） 
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（２）国際協力機関 

• 国連教育科学文化機関（UNESCO, Latin American & Caribean Regional Office） 

 Ms. Beatríz Macedo（Regional Officer in Education） 

 

（３）日本側 
• 在チリ日本国大使館 

 島尾 武文（一等書記官） 

 米田 太一（一等書記官） 

 

• JICAチリ駐在員事務所 

 河野 文男（所長） 

 小林 としみ（職員） 

 一ノ戸 田瑞子（職員） 
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４．質問票回答 

 

 

 

チリ環境教育推進のための行政能力強化プロジェクト 

質問票 

 

JICAでは、協力の要請をいただいたプロジェクトに関し、１．妥当性、２．有効性、３．効率性、

４．インパクト、５．自立発展性、という５つの視点からより良いプロジェクト計画を立案するた

めに事前評価を実施します。この質問票は、事前調査を効率的に実施するため、要請書からは不明

でかつ計画立案に必要と思われる情報を収集するために作成しました。現地調査の結果は、帰国後、

事前評価表にまとめられ、JICA内でプロジェクトの実施のための承認審査に活用されます。また、

事前評価表は、日本国民へのアカウンタビリティーの観点からJICAのホームページ上でも公開され

ます。 

 

このため質問票の情報は重要であり、かつ正確を期す必要があり、我々がチリに滞在している期

間中に書面で回答を頂けますよう、お願い致します。 

 

 ご協力に感謝致します。 

 

事 前 調 査 団 長 

JICA国際協力専門員 

田中研一 
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国家環境委員会への質問 

Ⅰ 一般的事項 

1. 国家の環境に関する基本計画及び法体系 

以下の質問を通じて、本プロジェクトの妥当性を把握したいと考えています。チリ国の政策や法体

系、直面する環境問題のなかで、本プロジェクトの実施はどのような正当性が与えれれるかについ

て教えて下さい。 

(１)チリ国における環境分野の概要（対策が必要な優先的な環境問題、政策・施策等）を包括的に

知ることができる公式の文書があれば提供ください。例えば、環境白書を発行していれば、最新の

ものを提供ください。 

チリでは、スペインの環境白書のような文書は存在しない。しかしながら、1998年に持続可能な開

発のための環境政策が作成され、それによって優先的に取り組むべき環境問題、目的、対処方針な

どが定められている。具体的内容は次に述べる。 

環境問題: 

• 都市、産業、鉱業及び電力発電に関連する大気汚染  

• 生活・産業排水の処理が十分でないことによる水の汚染が頻繁である。 

• 都市部の拡大とその結果引き起こされる問題についての対処が不十分 

• 固形廃棄物、家庭ごみ、産業廃棄物、特に危険廃棄物の処理、管理が不十分 

• 不適切な林業、農牧業の技術による、土地の侵食と劣化。土地の劣化は、特に生産のため

の農業用に土地と流域の水系を利用してきた結果、何世紀にも渡って進んできたものである。 

•  極度の伐採と適切な保護策がないことによる、自然林の危機 

• 水資源の無駄遣い 

• 危険化学物質の管理が不十分 

これらの問題に対処するため、次のような目標と戦略方針が定められた: 

目標: 

1. 環境の質を回復し、改善する。 

2. 環境悪化を防止する。 

3. 環境遺産を保護し、自然資源の持続的利用を促進する。  

4. チリ国内の生産セクターにおいて、環境に対する配慮を導入する。  

5. 環境管理に市民を巻き込む。   

6. 国家及び州レベルにおいて、環境についての体制を強化する。 

7. 環境に関する法をさらに完全なものとし、管理のための新しい手段を開発する。それぞれ

の目標に達成するため、戦略方針が定められた。具体的には次に述べる。 

目標１のために定められた戦略方針は： 

o 大気汚染の減少と大気の質が許容レベルまで回復すること。 

o 水資源の汚染減少と回復 

o 政策の設定と固形廃棄物管理についての規準を完成させる。 

o 具体的な環境政策の設計 

目標２についての戦略方針は: 

o 実行されるプロジェクトの環境評価 

o プロジェクトの設計及び実行段階における活動に、環境面の配慮を取り入れることを推進
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する。 

o  公共政策の設計に環境面の配慮を取り入れる。 

o 環境教育 

o 環境の質規準、及び排出基準を指示するプログラムの開発 

o 科学・技術的調査 

目標３についての戦略方針は: 

o 法律第19.300号及びその他の法的本文に示されているように、自然資源についての規制枠

組みを指示する。 

o 次の自然遺産について、保護の規準と対策を定め、設定する。 

o 森林関連の体制を強化する。 

o  国土、流域、海岸部の持続的な開発のための基本設計 

o 生態系についての知識  

目標４についての戦略方針: 

o チリ国の生産物、生産プロセスに組み込むのにふさわしいと制度上認められた、環境の質

規準の推進 

o 環境認証システムの設計と採択 

o 清潔な生産の推進 

o 環境政策と輸出間の補足性 

目標5に対する戦略方針: 

o 法第19.300号による、市民参加のメカニズムの確立. 

o 市民代表の場としての諮問委員会の役割強化 

o チリ持続可能な開発国家協議会の結成 

o 住民の新しいセクターを環境管理に巻き込むための市民参加形態の設計と応用 

o 環境教育の活性化 

o チリにおける法律で定められた最初の環境基金である、環境保護基金の実施 

目標６についての戦略方針: 

o  国家環境管理システムの強化 

o 国家環境予算の策定 

o  CONAMAの調整機関としての役割を堅固なものとする。 

o 環境管理における州の役割 

o 国家環境管理システムにおける人的資源の育成 

o 各セクター、州における査察能力を完全なものとする。 

o 国家環境情報システムの開始 

目標７に対する戦略方針は: 

o 環境基本法、その他の法における環境についての法的枠組みを完全なものとする。 

o 国内の環境基準を見直し、その有効性、時代への整合性、廃止などについて検討する。 

o 新しい環境管理手段 

o 固形廃棄物の管理規準についての政策の確立と規準の完成 

前述の政策の文書には、2000年に展開されるべき具体的な取り決めが含まれていた。 
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(2)2006年に誕生したバチェレ政権は、５つの優先政策プログラムの１つとして環境問題を挙げてい

ますが、そのプログラム概要を教えて下さい。文書化されていれば提供願います。 

バチェレ大統領政権のプログラム方針は、“CONAMA2006-2010 環境管理のための戦略基本方針“の

なかに含まれている。前述の文書の他にも、環境管理ユニットの管轄である環境教育と市民参加部

の業務を定めた方針がある。計画の実施のためには、機関としての目標を定め、計画を策定し、そ

れぞれの計画達成に関する年間予算をたてる。一定期間のための環境管理計画戦略基本方針は次の

通り: 

基本方針 1: 公共政策における環境要素 

基本方針2: 国土における環境管理と自然保全 

基本方針 3: 持続可能な市 

基本方針 4:環境についての意思決定における市民参加と透明性 

詳細については、別途提出した文書を参考されたし。 

 

(3)国家環境委員会等国レベルの環境政策に関するプログラムがあると思いますが、その概要につい

て教えて下さい。製本化されていれば、一部提供願います。 

2005年に国連ラテンアメリカ・カリブ地域経済委員会及び経済協力開発（OECD）はチリにおける

環境評価をまとめた。この評価をまとめるにあたっては、情報の提供、チリ国内の専門家ミッショ

ンを組織し、 行政、政府機関内外の多くの人とコンタクトを取るなど、チリ政府の全面的な協力が

あった。この評価では国レベルでの目標と国際敵な取り決めの遂行の程度が考慮された。実施され

た環境的履行度の評価をまとめるため、それまでの環境記録、現在の状態、国内の自然資源整備、

経済状況及び人口推移などが見直された。  

 第一章の結論と勧告では、環境管理の発展の継続性と各セクター（農業、エネルギー、交通、一次

産業、観光、納税、その他）の政策に環境的配慮が含まれていることについて、かなりの努力がさ

れていることについて言及されている。また、OECDの諸国の環境基準と比較して、特に自由貿易協

定と多国間環境協定の関係で、比較的隔たりがあることを国が意識していることも指摘されている。

これらの諸問題に対処するため、この報告によるとチリは次のことを考慮するべきだと勧告してい

る i) 完璧かつ効果的に環境政策適用すること; ii) 経済的、社会的、セクターとしての意思決定

に環境的配慮を含めることをさらに徹底させる;  iii) 環境面での国際協力を強化する。この報告

書は52項目にわたり国の環境重点事項に基づいての勧告を行っており、持続可能な開発の流れのな

かで、チリが環境的に発展していくために大いに助けとなるであろう。 

その他の環境問題についての文書としては“チリにおける環境の現状・国家報告2005年”がある。

これは国内の専門家の集団によって作成されたものであり、我々の国の環境状態の診断がされてい

る。 

詳しくは“Informe de Evaluaciones de Desempeño Ambiental CHILEチリにおける環境評価報告” 

及び “Informe País Estado del Medio Ambiente en Chileチリにおける環境の現状・国家報告 

2005年”を参照されたし（収集資料）。 

 

(4)プログラムで取り上げられているテーマのなかで優先的に取り組んでいる分野を教えてください。 

バチェレ政権下のプログラムでは、「国家流域総合管理戦略、CONAMA横断的管理基本方針２００６

－２０１０」に集約される、新しい環境政策を推進することとなっている。 
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(5)環境に関する法律として、環境基本法（Ley Nº 19.300, sobre Bases Generales del Medio 

Ambiente (LBGMA)）がありますが、これ以外にどのような法律が環境管理に関して制定されていま

すか（廃棄物に関しては、質問４で扱います）。 

CONAMA作成の国の環境保護のための法システムについての文書を参照されたし。 

 

2. 組織・制度 

本プロジェクトには、様々な関係機関が直接、間接に関与するものと考えています。より実効的な

プロジェクトの実施体制を構築するため、関連組織や制度の概要を教えて下さい。 

(1)本プロジェクトで中心的な役割を果たすと考えられる下記3機関の2006年の人員数（総数及び環

境教育関連部署の職員数）、予算（総予算及び環境教育担当部予算）、組織図（環境教育に関連する

部署を明記してください）、所管業務、所管業務を規定している法律を教えてください。 

CONAMA 

教育省 

森林公社 

CONAMA中央には、環境教育分野の専門職が4人おり、その他、各州事務所において環境教育担当者

が1名いる。環境教育の2007年の予算は2006年比で80%増加しており、CONAMAの予算のうち２，０

４％に上昇した。環境教育を対象とした環境保護基金に関わる諸経費を考慮して、１，５％増加し

ている。国レベルの環境教育ユニットでは、Mr.Roberto Gonzálezを長とし、持続可能な開発のため

の教育政策の担当者としてMs. Angelica Saez, ネットワークとインフォーマル教育担当者として

Ms. Patricia Araos,また教育施設国家認証システムの担当者も1名配置されている。 

 

教育省では環境教育開発担当の国レベルの専門職が1名おり、州レベルで13人（各州1名）。また、少

なくとも39名の県レベルのカウンターパートがいる。環境教育のための予算は、2007年には約1500

万ペソで、認証プログラムに参加している教育施設の数に応じて各州に分配される。 

 

(2)上記3機関は本プロジェクトのなかでそれぞれどのような役割を果たすことを予定していますか。 

プロジェクトの開発に関わる機関の役割の具体的な定義は、前述の3つの政府機関間で結ばれた協

力協定の文書のなかに記述されている。それによると、それぞれの機関は少なくとも一人の専門職

を国家環境認証委員会に参加するために配置しなければならない。また、共同して活動の計画の策

定、国内の資金の使用を行う。 

 

(3)上記3機関の中央事務所と州事務所とで、どのように業務を分担し、事業を進めているのかにつ

いて教えてください。 

 業務は各州委員会で定められる。中央レベルにおいても同様に、各政府機関の代表者最低一人が

参加する。この州レベルの理事会は、州の業務内容と、それぞれの機関の経済的投資を計画する。 

 

CONAMA が持っている調整機関としての役割により、多くの場合、CONAMA州事務所の専門職が業務の

実行において主導権を持つことが多い。 
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3. 環境教育の現状 

環境教育に関する協力計画を立案するにあたり、まずチリの環境教育の概要について教えて下さい。

また、直面する課題や、日本の専門家に期待する知見について教えて下さい。 

(1)CONAMAホームページやJICA青年海外協力隊員から得られた情報では、チリでは環境認証国家シス

テムをはじめとして、環境教育が熱心に推進されている印象を持ちます。CONAMAで取り組まれてい

る環境教育活動の概要について教えて下さい。環境教育を進めるうえで、何か困難がありますか？

また、本プロジェクトで特に環境教育のどのような面を強化していきたいと考えていますか？ 

 CONAMAでは最近6年の間に、基本的に次のような業務プログラムを展開してきた: a) El Sistema 

Nacional de Certificación Ambiental de Establecimientos Educativos（SINCAE）教育施設国家

認証システム; 及び b) El Programa de Forjadores Ambientales 環境レンジャープログラム、主

として教育施設（学校）の子供たちの環境クラブがある。 

一方、チリ政府は教育省を通じ、2004年8月に日本で行われたUNU-APEC教育ネットワーク会議にお

いて、2002年のヨハネスブルグ協定を批准した。ここでは、ラテンアメリカ・カリブ地域の環境大

臣による第一回臨時会議が開かれ、”持続可能な開発のためのラテンアメリカ及びカリブ地域のイニ

シアティブ“と銘打った文書について討議が行われた。それ以降、ラテンアメリカ・カリブ地域諸

国にとって、”フォーマル・インフォーマル教育、経済、社会において環境面を取り入れ、それを改

善、強化すること“が目標として設定された。 

 この協定に基づき、またUNESCOによって招聘された持続可能な教育のための十年にのっとり、チリ

国は持続可能な開発のための教育を推進に向けて、全面的に努力することとなった。チリの持続可

能な開発のための教育政策を構築するにあたり、 国レベル、コミュニティレベルにおいて、各種セ

クター、ステークホルダーに向けて教育をテーマとした業務を指導する行動方針が設定された。

CONAMA はこの政策の環境面と直接関連するテーマについて調整し、公的私的セクター間の連絡協議

会と協力して業務を行う。この連絡協議会は州の計画の展開と実施、またそれに伴い発生するその

他の発議についてファローする。環境教育を進めるうえで、何か困難がありますか? 主たる困難は

国レベル州レベルでの協力の手続きとメカニズムの設定、強化である；つまり、協議や経験、知識

の交換のための場を設定したり、各セクター、ステークホルダー、各レベル（国、州、地域）間に

おける持続可能な開発環境教育プログラムを強化するための政策の調整などである。 すべてのレベ

ルまた協力機関においての能力強化、特に州における計画の策定、実施のテーマについて、（人的、

経済的）資源を総合的にとらえるヴィジョンを持って取り組むことができるようになること。 

 本プロジェクトで特に環境教育のどのような面を強化していきたいと考えていますか? 地域レベ

ルにおいて関わるステークホルダーに対し、環境教育関連の能力を強化する、また、同時に地域で

連携する各機関が、プロジェクトの実施に伴う課題に協力して責任を負うことができるようにする。 

 

(2)チリ国の環境行政において、環境教育はどのように位置づけられていますか？また、今後の方針

はどのように考えられていますか？ 

2006 – 2010年の政府環境アジェンダによると, 持続可能な開発のための教育国家政策開発によっ

て、環境教育の展開は4番目の重要項目に挙げられている。 

今後の方針はどのように考えられていますか? 環境教育の方針は、2010年までは持続可能な開発の

ための国家教育政策によって定められている。教育施設国家認証システムの強化の拡大、キーにな

るステークホルダーに対するインフォーマル教育プログラムの開発など。 
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(3)環境基本法では、学校教育のなかで人格形成のための横断的基本目標として環境教育が取り入れ

られていますが、学校での環境教育はどの機関の責任になるのでしょうか（その学校、あるいは教

育省、CONAMA）？ 

環境基本法に定められた環境教育はインフォーマル教育の場での人格形成も目指している。フォー

マル教育における環境教育の責任者は教育省であるが、CONAMAは調整機関として密接に協力してい

る。同様に、学校、教育省、CONAMAは、密接に協力して環境教育に取り組んでいるが、CONAMAはそ

れを連携する要である。   

 

環境教育を担当するのは専任の教師でしょうか？それともCONAMAやNGOをはじめとした他の機関の方

が担当されるのでしょうか。 

国家認証システムのなかでは学校ごとに環境管理委員会の設置が定められている。これは環境に

関する教育面、管理面において、横断的に環境教育が確立することを目指している。CONAMA は州環

境認定委員会を通して、この委員会をサポートする。州の現状や参加施設の現状に合わせて、この

認証システムの実施を強化する、さまざまな取り組みが生まれた。その結果、州内の大学と提携し、

大学生がこのシステムに参加している学校に対し、ボランティアとして援助をしたり、ファローを

したりしている；ある州ではNGOのコンサルタントと契約し, 施設の援助や（プログラムの）実施、

その他の手伝いをしている。 

 

学校で環境教育を行うためには、特別な資格や経歴が必要ですか？ 

 特に環境教育を行うための資格などは必要ない。 教育改革と環境教育法に定められたところによ

ると、環境教育というのはむしろ分野を超えたものであり、教育省によって定められた各領域、サ

ブ領域のさまざまな異なる学びをまとめることが必要とされる。しかしながら、CONAMA はSNCAE,で

認証された学校のために、教材を開発しており、自己研鑽のツールとしてこれを利用することがで

きる。同様に、教育省の機関でもそのようなイニシアティブがあり、CONAMA では、認証された学校

での環境教育を担当する教育者の強化を目的として、教育研究所（CENTRO DE PERFECCIONAMIENTO, 

EXPERIMENTACION E INVESTIGACIONES PEDAGOGICAS）で行われる指導者コースをサポートしている。 

 

(4)学校教育で環境問題を扱う際の教材を作成しているのはどなた（人又は機関）でしょうか。作成

に当たっては、国の承認など特別な手続きが必要となるのでしょうか？ 

前項で記したように、教材の作成はCONAMAが調整している。教育省が横断的学習サポートユニット

を通して、これらの教材を認定する。このプロセスには CONAFの専門職、地域の学校の先生、専門

のコンサルタントも参加している。同様に教育省も環境教育と各サブセクターとの関連を見るため

に、テキストの作成に参加している。調整機関であるCONAMA は、SNCAEのテキスト開発には、教育

省が実施団体の決定からテキストの完成に至るまでのすべてのプロセスに関わるよう、提案してい

る。Ley Orgánica Constitucional de Educación (教育団体構成法 LOCE)により、私立団体も教材

を作成することが出来、教育施設は教育省によって定められた計画、プログラムにあっている限り、

いつでも自由にその教材を用いることができる。 

 

(5)学校での環境教育に、地域社会や地域政府（市役所や州政府）はどのように関わっているのでし

ょうか？ 
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SNCAEでは、特にこのシステムに参加している学校がある地域のコミュニティや地方行政を環境教

育に組み入れることを提案している。また、学校教育プロジェクト（参加学校は毎年義務として計

画を策定しなければならない）及び市町村教育計画（PADEM 地方行政における教育に関する計画）

においてコミュニティの参加強化を提案している。 

 

(6)学校以外では、どのような場所で環境教育が実施されているのでしょうか？また、特に成人を対

象とした教育の場はありますか？ 

 環境教育を展開するための場を設けている市民団体が存在する。多くの場合学校の生徒たちから

構成される環境クラブは、インフォーマル教育の場でも活動を展開しているという意味で、大変重

要な意味を持っている。その他、国レベルのエコロジーネットワーク、エコクラブネットワーク、

地域レベルでは多くの環境教育を行っている団体がある。そのなかでも環境保護基金は特記すべき

ものである。しかしながら、弱点もあり、その主なものはそれぞれの動間のつながりの無さであり、

継続性、システマティックな行動の欠如である。持続可能な開発のための教育政策のなかで、イン

フォーマルな領域での、特に成人を対象としたステークホルダーの参加を促進する行動方針が存在

する。同様に、この政策はインフォーマル教育の領域で展開されるさまざまな環境教育の試みを整

備し、連携し、継続性を与えることを目的としている。 

 

(7)環境教育の手段として、どのようなマスコミュニケーションを利用されていますか？現在、利用

している媒体、今後利用予定がある媒体にはどのようなものがあるか教えてください（例えば、テ

レビ、ラジオ、新聞等。） 

テレビでの子供向け番組が放映された (BODOQUE), またラジオ、新聞の折り込みチラシなどで、

啓蒙キャンペーンが展開された。これらのプログラムは環境教育に携わるすべてのステークホルダ

ーによって複製されることができる。 

 

(8)現在、何らかの形で環境教育の成果を測定されていますか？その場合、成果の発現までの期間は

どのくらいを考えていますか？ 

 SINCAEの場合には認証学校のレベルを検証するためのツールが存在する。また、子供たちの態度

の変化、環境に優しい行動など、子供たちを観察して目に見えるような評価を通し、認証学校のレ

ベルを計る監査制度もつくられた。これらの評価は毎年行われてきたが、政策の枠組みのなかで、

少なくとも、2010年と2014年の終わりを目安として、評価の結果を立証することを目標としている。

この頃には、もっと目に見える形で結果が出るものと期待したい。 

 

(9)各州でSNCAEの認証を受けた機関や施設の数はどのくらいでしょうか？各州の認証された機関の

リストがあったら、提供ください。 

2006年末には579 の学校が認定された。データは別途提出。 

(10)各州でSNCAEの認証を実施されているようですが、認証の基準は文書化されていますか？ 

 州認証委員会が、国家認証委員会が作成した基準を学校、地域、州の特徴を考慮しつつ、利用し

ている。 
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(11)環境保護基金の審査は、どのようなものでしょうか？それらは、文書化されていますか？ 

 資料参照 

 

4．廃棄物分野での取り組み 

 事前に連絡を取り合っていただいたJICAチリ事務所によれば、皆さんはプロジェクトで対象とす

る環境教育のテーマとして廃棄物管理を挙げられていると聞いております。以下、より詳しくチリ

国での廃棄物管理の状況を知るために必要ですので、お答えください。 

(1)廃棄物管理・廃棄物リサイクルに関する法律はどのようなものがありますか？ 

廃棄物とリサイクルに関する診断について書かれた文書を別途提出。Cabe 汚染防止 部が廃棄物の

減少戦略を展開中であり、リサイクルとそれに関連するテーマが含まれている。 

 

(2)中央政府レベルで廃棄物管理に関わる政府機関を挙げてください。それぞれ、どのような役割を

担っていますか？また、関係機関が集まる会議はありますか？会議がある場合、どのくらいの頻度

でどのような内容について開催されていますか？ 

保健省; 市町村;農牧省;医療保健サービス監督局;州開発局 (SUBDERE); 財務省; 住宅都市計画省

(MINVU); 鉱山局; 地方行政。それぞれ、各セクターの職務、規則、会計、査察を行う。2005年の一

月より、固形廃棄物の総合的管理政策のアクションプラン実行のために、国家レベルの事務局が創

られた。中央レベルでは2週間毎に、州開発局、住宅都市計画省、保健省、財務省、チリ自治体連合、

CONAMAが会合を持つ。州レベルでも同じように定期的に集まる執行事務局が存在し、各地の廃棄物

の現状にあわせてその州の複数の団体から構成されている。 

 

(3)廃棄物管理・廃棄物リサイクルに関する行動計画は立てていますか？その場合、市民はどのよう

な役割を担うと書かれていますか？ 

それぞれの執行事務局は政策の目標を遂行するため、年間計画を作成する。この年間計画は、政策

に掲げられた教育目標と行動からなり、コミュニティ、学校施設などに廃棄物についての情報とし

て知らされ、ごみの減量、廃棄物を出す人、捨てる人に対する研修、査察官に対する研修など、コ

ミュニティへの廃棄物の取り組みを喚起する。 

 

(4)流域管理国家政策と廃棄物管理に関する政策との間にはどのような関係がありますか？ 

固形廃棄物の総合的管理国家政策は、流域管理国家政策が策定する以前にすでに作成されてはい

たが、廃棄物管理も、州が定める優先順位の高い流域において、流域計画の内容にそって、その目

的を達成するための総合管理の一部とみなされている。 

 

５．市民と政府の関係 

環境教育では、市民との協働が重要です。現在のチリ政府と市民との連携体制について教えて下さ

い。 

(1) 市民から政府機関（国レベル、州レベル、市レベル）に環境面で連絡をとりたい場合の方法に

はどのようなものがありますか？政府機関には市民からの声を受けつける専任の部署があるのかど

うか教えてください。 

 持続可能な開発のための諮問委員会委員会という、コンサルタント的性格を持つ団体があり、さ
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まざまなステークホルダーをまとめている。また、市民団体も州環境委員会のさまざまな運営委員

会を形成している。 一方、市民は、CONAMA州事務所にある情報・苦情オフィスに相談、苦情、提言

をすることができ、執行部では直接の面談、電話、E-メールなどでこれらを受け付けている。

CONAMAによって設定された利用者へのサービス政策によるもので、ISOの認定を受けており、州及び

中央レベルの機関が市民の要望に応えることができるようにということで設置された。地域では、

市民団体や一般市民は、医療保健局の地域保健部、清掃美化部、環境部、その他を通して環境につ

いての質問、意見を直接市長村に届けることが出来る。環境問題というのは市町村だけの役割では

ないので、地方では、誰が環境問題についての責任者かということが明確に定義されていない。 

 

(2)環境基金以外に市民団体が実施する環境教育への支援があったら教えてください。例えば、講習

会への講師の派遣や教材の配布など。 

CONAMA では、国レベル、州レベルにおいて持続可能な開発のためのセミナーへの講師の参加を調

整、支援している。また、いくつかの州をまとめた広域、州、県、市町村を対象としたワークショ

ップの調整、支援も行っている。また、州の各局に環境教育の教材も配布している。 政策のなかで、

市民に向けた環境教育を教科する教材の作成が予定されていることは明記したい。 

 

6．事業者に関しての情報 

市民と同様に、事業者への働きかけも実効的な環境管理の推進のために重要です。事業者への環境

教育の実施状況や企業の環境保全への意識について教えて下さい。 

(1)事業者へはどのような環境教育・啓発事業を実施していますか？現状を教えてください。 

事業者に対する環境教育・啓発活動を展開するためにシステム化された事業は存在せず、需要に

応える形で展開されている。しかしながら、持続可能な開発のための国家政策の枠組みの下で、将

来的には事業者に対する環境教育を行うための行動戦略が設置されるであろう。 

 

(2)事業者は、環境に関わる社会責任について認識を持っていますか？環境保全に貢献する活動をし

ている企業はどのくらいあって、どのような活動をしているのでしょうか？ 

 環境に関わる問題について確固たる社会的責任感を持っている企業は存在するが、基本的には大

企業である。企業が環境保全のために展開している活動は、森林地域の戸外での環境教育活動のた

めの資金供与から教育施設環境認定システムの実施強化のための協力協定の制定まで、多岐にわた

る。 

 

Ⅱ 技術協力プロジェクトについて 

１．プロジェクトの実施体制 

(1)プロジェクトはどのような体制で進められる予定ですか？プロジェクトダイレクター、プロジェ

クトマネージャーはどなたが務める予定ですか？ 

プロジェクトの執行はCONAMAの執行部が務める。 

 

(2)プロジェクトの実施に当たって、複数の機関の調整はどのように進める予定でいますか？合同調

整委員会（JCC：Joint Coordinating Committee）、技術委員会（TC: Technical Committee）、ワー

キンググループ（WG: Working Group）を設置する予定はありますか？ 
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学校認証州委員会を通して実施する予定。この委員会には公的私的セクターの構成員が広く参加

している。 

 

(3)プロジェクトのためにチリ側で計上している予算の額を教えてください。その内訳はどのように

なっていますか？ 

 CONAMAの州事務所は専門職のための経費と 総額約5.000.000 millonesペソの予算を持っている。

その財源に他の公的サービス機関からの出資金と、州の民間企業からの寄付金なども加わる。 

 

(4)プロジェクトにおける中央機関と地方機関の関係はどのようなものでしょうか？ 

双方のレベル間においては、常に連絡があり、パートナーとしてチームで働いており、会合も頻

繁にある。環境教育の国レベル担当者には、各地域にカウンターパートがいる。 

 

２．プロジェクトの活動内容 

(1)本プロジェクトでは、環境教育がテーマとなっていますが、環境教育を進める上での手法（例え

ばアクティビティ、教材開発）が必要なのか、ある分野についての深い理解が目的とされ、そのた

めの指導者を育成するのか、あるいは環境教育を推進していく体制（例えば複数機関の連携）の強

化などが目的とされるのか、プロジェクトの目指すものについて教えてください。 

プロジェクトではそれぞれの地域における環境の現状に則した環境教育プログラム実施のための

ネットワーク作りを目指している。そのため、地域の環境教育管理に関わる主なステークホルダー

がネットワークでの仕事や地域における環境教育の手法などについて研修を受けることが必要であ

る。 

  

(2)日本人専門家に期待する具体的な活動や指導内容をどのように考えていますか？ 

 フォーマル、インフォーマル教育の両面において、プロジェクトで決められた環境問題に関する

経験と知識の移転。日本においてコミュニティ及び教育施設に実施されているフィールドでの取り

組みなどについて。 

 

(3)本プロジェクトで、日本人専門家（長期専門家、短期専門家毎に）の技術移転すべき相手はどな

たになりますか？その方々の人数と所属先を教えてください。 

プロジェクト担当の公務員: CONAMA, 教育省と CONAF. 

被受益市町村の職員 

 

(4)専門家は、どこの事務所に勤務する予定ですか？ 

第6州ランカグア市、プロジェクトはこの州で実施されるため。CONAMA中央からは常にプロジェク

トサイトから人が赴き、日本人専門家をサポートする予定。 

 

(5)日本での研修を希望されていますが、研修員は学校の先生、政府機関の関係者など、どんな方を

考えていらっしゃいますか？ 

 政府機関公務員、市町村職員、プロジェクトサイトにおける教育管理に関わっている重要なステ

ークホルダー 
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(6)作業計画のなかでは 「必要な施設を設立する（分析センター、実地試験場など）」と記述され

ていますが、設立の主体は誰になるのでしょうか？又予算化はされていますか？ 

CONAMAの予算のなかに第6州CONAMA事務所に属している環境教育センターの整備、維持予算が含ま

れている。 

 

(7)第6州でパイロットプロジェクトを予定されていますが、どのような活動を予定されています

か？ 

JICA とCONAMAによって共同で作成されたPDMのなかに活動が述べられている。 

 

- 85 -



 

別添 Corporación Nacional Forestal 森林公社 

 

森林公社 

(JICAプロジェクト用森林公社資料) 

 

1. 本プロジェクトで中心的な役割を果たすと考えられる下記3機関の情報を提供してくだ

さい;  

(1)2006 年の人員数(総人数及び環境教育関連部署の職員数) 

国レベル:  

 環境教育担当のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ1人. 

  州レベルの環境教育担当者14人( 各州1人、及びイースター島のRapa Nui国立

公園1人). 各州の環境教育担当者は担当業務及び国家認証システムの州認定委

員会に参加する。 

 森林公社所管の保護林地区には、それぞれ環境教育担当者が一人いる。(国レベ

ルで70人) 

 

(2)予算(総予算及び環境教育担当部予算) 

 国レベルでの環境教育予算50.000ペソ 

 

組織図(環境教育に関連する部署を明記してください）所管業務、所管業務を規定している

法律を教えてください。 

 

現在、森林資源部は構造改革なかで、保護地域及び環境総務局が発生した。この局

には3つの部が所属することになる。: 

 生物多様性 

 環境管理 

 保護区とコミュニティ 

これらの部のなかに環境教育も含まれる予定。 

        

2. 3つの機関は本プロジェクトのなかでそれぞれどのような役割を果たすことを予定して

いますか? 

プロジェクト内容の策定に関わる。 

 

3. 中央事務所と州事務所とで、どのように業務を分担し、事業を進めているのかについて

教えてください。 

 州の環境教育担当者はSNCAEの活動に参加している。  
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チリ環境教育推進のための行政能力強化プロジェクト 

質問票 

 

JICAでは、協力の要請をいただいたプロジェクトに関し、１．妥当性、２．有効性、３．効

率性、４．インパクト、５．自立発展性、という５つの視点からより良いプロジェクト計画を

立案するために事前評価を実施します。この質問票は、事前調査を効率的に実施するため、要

請書からは不明でかつ計画立案に必要と思われる情報を収集するために作成しました。現地調

査の結果は、帰国後、事前評価表にまとめられ、JICA内でプロジェクトの実施のための承認審

査に活用されます。また、事前評価表は、日本国民へのアカウンタビリティーの観点からJICA

のホームページ上でも公開されます。 

 

このため質問票の情報は重要であり、かつ正確を期す必要があり、我々がチリに滞在してい

る期間中に書面で回答を頂けますよう、お願い致します。 

  

 ご協力に感謝致します。 

 

事 前 調 査 団 長 

JICA国際協力専門員 

田中研一 
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CONAMA第6州事務所への質問 

 

１． プロジェクト実施候補地の第６州について 

第6州についての下記の情報を教えてください。 

① 概要     地図、人口、産業、自然資源 

 

 オーヒギンズ州の住民は、780,627人、うち男性が392,355人、女性が388,292人を占めている。

農村部に232,043人が住み、都市部には548,584人が住んでいる。（2002年ＩＮＥ実施センサス） 

オーヒギンズ地域の自然資源としては、まず水があげられる。太古から存在する氷河の名残

である大量の氷のおかげである。アンデス山脈に豊富にあり、ラペル川、カチャポアル川、テ

ィングリリカ川流域の源となっている。 

 

② 環境の現況  水質、大気、廃棄物、エネルギー消費 

環境分野ではどういったことが問題となっていますか? 

大気、水、廃棄物、自然資源 

 

大気: 

第6州における大気汚染の現状の主たるものは: 

• 特定の物質による市の汚染 

• オゾン層（の破壊）による州北部の汚染 

 

特定の物質の発生源の主たるものには、次のようなものがあげられる: 

 

• 住宅の暖房用燃料に使用される薪の燃焼 
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• 舗装されていない道路の交通 

• 車 

• 釜や鋳物を使用する企業 

• 農業廃棄物の燃焼 

• ごみ、タイヤの燃焼 

 

州における大気汚染対策 

現在、州政府は州及び市において、大気の質を改善するために、次のような対策を実施推進し

ている。: 

• ランカグア及び州北部における大気の質のモニタリング 

• 都市における植林の促進及び緑地のケア 

• 暖房用燃料としての薪の正しい利用について広報キャンペーン 

• 大気に排ガスを排出している企業に対する監査 

• 環境教育の広報キャンペーン 

• 農作業における火の使用に対する監査 

 

エネルギー使用: 

第6州における電力発電のまとめ（表） 
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第6州には2箇所の埋立地が存在する；レキノア市にあるラ・ヤスカ処分場とピチレム

市にあるマヌエル・ラス・キーラス処分場である。  

 

-ラ・ヤスカ処分場では、カチャポアル県（ランカグア、マチャリ、グラネーロス、ペ

ウモ、コルタウコ、サン・ビセンテ、マジョーカ）から来る家庭固形廃棄物を扱って

いる。 

-  2つの市が家庭固形廃棄物処理のためのゴミ捨て場を持っているが、現在は

閉鎖されている（カルデナル・カーロ県、ラ・エストレージャ及びリツエッチェ）。 

- コルチャガ県の各市については、現在、第7州にあるエル・グアナーコ埋立地

を使用している。 

- リツエッチェ及びラ・エストレージャのゴミ捨て場を閉鎖するにあたり、州

の家庭固形廃棄物の１００％は、環境評価ソリューションを持った、認可された埋め

立て場に廃棄される。 

 

市レベルにおける家庭固定廃棄物管理については、固形廃棄物総合管理国家政策の州

事務所の管轄で、家庭固形廃棄物管理の改善に資することを目的とし、州の市協議会

において取り組まれている。 

 

 

同時に、CONAMA第6州事務所の汚染管理部及び環境教育と市民参加部が、廃棄物の問題
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を含む、さまざまなテーマの普及と研修のプログラムを展開してきた。2007年度には、

州レベルのさまざまなセクター（認定教育施設、農業学校、社会団体、環境保護基金

プロジェクト、高等教育機関）を対象とし、大気の質、廃棄物、水、化学物質の課題

についての研修を含む普及活動の年間計画が展開される予定である。 

 

産業廃棄物 

 

- 産業廃棄物については、鉱山、農業畜産関係という、2つの多く奈セクターが廃棄物

排出源として上げられる。前者については、CODELCO.（鉱山会社）から排出された廃

棄物を受け取るための許可された場所が存在する。 

- 州レベルにおいては、農業畜産関連の廃棄物が主な産業廃棄物である。2006に第6週

CONAMA事務所によって実施された廃棄物タイプ別調査によると、農業廃棄物の多くは

ワインの生産( 特にColchagua県に集中している) と養豚に起因していることが指摘さ

れる。州レベルでは、Cachapoal県にスラッジの受け入れ許可を受けた2つのプロジェ

クトがあり、農業廃棄物の受け入れ許可を受けた2つのコンポストプロジェクトが存在

する。 Un州における農業に起因する廃棄物の５０%以上は、土壌に利用され、また後

に土壌に再利用されるために（コンポストなどにするための）処理をされる。 

 

危険廃棄物 

このタイプの廃棄物に関しては El Teniente de CODELCO 及びカチャポアル県にある 

Minera Valle Centralが主な源である。両社とも、政令148号により、危険物処理計画

を保険局に提出済みである。廃棄物は首都圏州のHidronor 産業廃棄物場で処理される。 

 

 

③ 州政府の政策的優先課題 

 

④ 環境行政機関  名称、人数、予算、環境管理計画の有無 

CONAMA: 第６州事務所 

総人員数: 20 人 

総予算: 183.118.000 ペソ 

 

⑤ 参加予定の教育機関(４０箇所)、市民団体（４０箇所）、大学機関のリストとそれ

らの所在地(地図上の位置) 

 

4. 関係機関の組織・制度概要 

(1)本プロジェクトで中心的な役割を果たすと考えられる下記機関の2006年の人員数（総数及び

環境教育関連に分けて）、予算（総予算及び環境教育担当部に分けて）、組織図（環境教育を扱

う部署を明記してください）、所管業務を教えてください。 

CONAMA第6州事務所 

総人員数: 20 人 
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総予算: 183.118.000 ペソ 

:8.000.000ペソ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
SEIA: Sistema de Evaluación Ambiental（環境影響評価システム） 

EV: Evaluación Ambiental（環境評価） 

FIS: Fiscalización（監査、査察） 

EDUPAC: Educación Ambiental y Participación Ciudadana（環境教育及び市民参加） 

E.A.: Educación Ambiental（環境教育） 

FPA: Fondo de Protección Ambiental（環境保護基金） 

PAC: Participación Ciudadana en Instrumentos（市民参加） 

A.I.: Acceso a la Información（情報へのアクセス） 

COCO: Control de la contaminación（汚染管理） 

RS: Residuos Sólidos（固形廃棄物） 

RRNN: Recursos Naturales（自然資源） 

BD: Biodiversidad（生物多様性） 

SCH: Sendero de Chile（チリの道） 

ADM: administración（管理、総務） 

 

 

教育省第6州事務所 

森林公社 

 

(2)州環境委員会COREMAの活動概要を教えてください。また、本プロジェクトとCOREMAがどのよ

うに関係してくるのか、現在のお考えをお聞かせください。 

 

COREMAS 

Las Comisiones Regionales de Medio Ambiente, COREMAとは、州内の環境管理を調整するた

めに、定期的に集まる審議会である。環境評価システムに関わるプロジェクト又は活動の評価、

その他州の重要な決定に関わる案件を取り扱う。COREMAは次のように構成されている: 

• 州知事、議長を務める。  

• 州内の県知事 

• CONAMA.の理事会を構成する各省の州事務所 

CONAMA 

SEXTA 

SEIA EDUPAC COCO RRNN CUENCA

S 

ADM. Y 

FINANZAS 

FIS

E.A. 

PAC FPA 

A.I 

Aire

Norma 

RS BD SCEV 
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•  各諮問機関から選出された州諮問委員4人 

• CONAMA州事務所長、事務局長を務める。 

法律によって、CONAMAの州事務局長（議長）、その他環境問題を管轄する公的機関の州事務局長、

また該当する地域の航長（海上保安局長）からなるCOREMAの技術委員会が存在する。 

COREMAの決定は、その決定が遵守、監督されるよう、各プロジェクト及び活動、所管の公的機

関の責任者に知らされる。その際、CONAMAの州事務局長はこれを調整し、特に、法の定めると

ころによって決定が遵守、監督されるよう務める。 

前述の機関は、環境関連の諸機関の総括的は管理を達成するだけでなく、市町村、また社会団

体を通じて、環境問題の管理について地域のコミュニティの参加による効果的な実施を支援す

る。 

 

(3)上記3機関のほか下記の機関が本プロジェクト実施においては、深く関係してくると思われ

ますが、関係機関による定期会合等の集まる機会はありますか。あるようでしたら、その頻度

や参加機関、それぞれの機関の役割を教えてください。 

州政府 

CNCA（SNCAE事務局） 

CRCA 

保健省 

全国消費サービス局 

水道局 

 

  CRCA: 州環認定委員。CONAMA州事務所及びCONAFの各局代表、教育省、保健省の州事務所、

Pro O'Higgins, ESSBIO, CODELCO El Tenienteの代表者から構成されている。毎月開催。 

 

その役割はSNCAEの州における調整であり、主な業務内容は:  

1. 公の代表 

2. 州、地域内での連絡と活動の広報 

3. 教育施設から提出されたSNCAEへの参加申請を審査する。 

4. 定められたところに従い、環境認定を行う。 

5. 認定された教育施設のコミットメントが遵守されているかどうか監督する。 

6.  SNCAEに参加するための、唯一の窓口である。 

( O”Higgins州におけるCRCAの業務) 

 

３．環境問題に関して 

(1)本プロジェクトで対象とする分野について廃棄物管理を希望されていると伺っていますが、

そのほかに第6州の環境分野ではどういったことが問題となっていますか。例えば、森林の減少、

大気汚染、水質の汚濁、水源の枯渇等、問題となっているテーマを教えてください。 

 大気、水質汚染、固形廃棄物の排出と処分 
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(2)(1)の環境問題に対して、どのような対策をとられていますか？対策を進める上で何か困難

がありますか？対策における環境教育の位置づけについて教えてください。 

 正に、環境教育こそが対策を実施するための基礎である。講和、ワークショップ、セミナー、

視聴覚教材、出版物の製作などが行われている。これらは州内に存在する環境問題を、住民に

知らせ、感化し、教育する目的を持っている。 

 

(3) 地域の環境現状についてのどのような情報が収集されていますか？それらの情報は、どの

ように管理されていますか？ もし、情報がない場合には、情報収集を始める予定はあります

か？情報収集を新たに始める場合は、誰がどのように収集する予定でしょうか？ 

この情報についてのデータベースは存在しないが、コミュニティのステークホルダー台帳を

最新のものにするため、現在作成中である。この業務はCONAMA第6州事務所の環境教育と市民参

加ユニットの管轄である。 

 

４．廃棄物管理に関して 

(1)2．(1)で挙げられた様々な環境問題のなかで、特に本プロジェクトで廃棄物管理を取り上げ

たいと考えた理由を教えてください。 

 この環境教育プロジェクトの目標としたのは、さまざまな環境問題のうち、この廃棄物のテ

ーマを含めるのは非常に重要だと考えているからである。今日存在しているこの問題は、疑い

の余地無く、情報の不足と、市民が廃棄物管理に関して感化されていないことに起因する。 

 

(2)州レベルで廃棄物管理に関連する機関を教えてください。 

2005 年8月に作られた州レベルにおける固形廃棄物総合管理政策の枠組みのなかで、州執行事

務局が結成された。この事務局は州知事、SUBDERE（州開発局）, 保健省州事務所, SER経済省

州事務所, 住宅・都市開発省州事務所, 鉱業省州事務所, 農牧省州事務所、 CONAMA第6州事務

所から構成されている。 この事務局は CONAMAによって調整され、多種多様な構成員から寄せ

られたテーマに沿って業務をおこなっており、 特にCONAMA と保健省州事務所との連携は活発

である。 今年中には、市長村の代表者も事務局に組み入れることが期待される。  

 

2006年のアクションプランでは次のような行動方針で業務が行われた： 

-保健衛生・環境の監査を向上し、強化する。 

-不適切な廃棄物管理によって汚染された場所を修復する。 

-管理計画を通じて、家庭廃棄物の管理を計画する。 

-ごみ減量戦略を実施する。 

-フォーマル・インフォーマル教育を促進し、市民の参加を促す。 

-情報のシステムを構築する。 

 

(3)州と市の廃棄物管理に関する役割はどのように分担されていますか？ 

市レベルにおける家庭ごみ管理に関しては、固形廃棄物総合管理国家政策の州執行事務局の

枠組みのなかで、家庭ごみ管理を改善させる目的で市町村との合同協議会を設けている。 

これと同時に、CONAMA 第6州事務所は、廃棄物の問題を含むさまざまなテーマについて、広
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報、研修をおこなってきた。2007年には州内のさまざまなセクターに対する研修活動を含む広

報計画が展開される予定である(認証された教育施設、農業学校、社会団体、FPA,プロジェクト、

高等教育施設などを対象とする)  研修テーマとしては大気の質の問題、廃棄物、水、化学物質

などを予定している。 

 

５．パイロット・プロジェクトに関して 

(1)第6州では、本プロジェクトでパイロット・プロジェクトの実施が予定されていますが、ど

のような内容のパイロットプロジェクトを想定されていますか？ 

プロジェクトが始まってから、パイロットプロジェクトの内容を決める。 

 

(2)プロジェクトにおいて、日本人専門家に期待する具体的活動及び指導内容を教えてください。 

 大変期待している。会議やセミナー等への出席（発表）や環境の中のあるテーマについての

研修、日本の経験といったことが考えられる。 

 

６．第6州の環境教育に関して 

(1)学校で環境教育に携わっているのは、どなたですか？（学校の先生、CONAMAの職員、NGOの

人など） 

政府、自治体、NGO、学校、各種団体、公社、民間企業 

 

(2)学校教育で環境問題を扱う際の教材を作成しているのはどなた（人又は機関）でしょうか。

作成に当たっては、国の承認など特別な手続きが必要となるのでしょうか？ 

CRCAのメンバーである各機関、カリキュラムに使用する教育ツールのような教材の認可には

教育省の許可は必要とせず、計画とスタディプログラムからなる基準が重要視される。 

 

(3)学校での環境教育に、地域社会や地域政府（市役所や州政府）はどのように関わっているの

でしょうか？ 

市の教育局または自治体境域活動発展計画を通じて関わる。 

 

(4)学校以外では、どのような場所で環境教育が実施されているのでしょうか？また、特に成人

を対象とした教育の場はありますか？ 

 カウケネス農園、リオ・シプレセス森林公園、チリの道、その他がインフォーマル教育での

場になっている。 

 

(5)現在、何らかの形で環境教育の成果を測定されていますか？その場合、成果の発現までの期

間はどのくらいを考えていますか？ 

 現在では、SIMCEとSNCAEの変数の相関関係について比較が行われている。しかしながら、環

境教育プログラムの影響評価ツールはまとめられていない。 

 

(6)各州でSNCAEの認証を実施されているようですが、第6州での認証の基準は文書化されていま

すか？ 
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SINCAEの審査項目 

1．教育面 

プログラム、横断的教育戦略にあったカリキュラムかどうか、地域の特性に根ざしたも

のかどうか。 

2．学校管理面 

エネルギー、資源の有効利用、持続可能なインフラ、組織内の文化（例えば、先生の指

導、学校内の雰囲気が良いなど）、学校施設の環境面（ごみの管理、清潔度など） 

3．学校を取り巻く環境、地域との連携 

地域の環境状況についてのアウェアネス、地域の環境を改善するための活動に参加する、

パートナーシップに基づいたネットワーキング 
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５．訪問議事録・現地踏査記録 

 

訪問先：国家環境委員会（CONAMA） 

日時：3月13日 10：30～13：15 

面談者：Mr. Cristian Gutiérrez Pangui, Head, Department of the Environmental Education &
 Citizen Participation, CONAMA（環境教育市民参加部長） 

    Mr. Roberto González, Department of the Environmental Education & Citizen  
Participation, CONAMA 

    Ms. Oriana Arellano, CONAMA VI Region 

    Ms. Patricia Araos, CONAMA 

    Ms. Valeria Fuentealba, Ministery of Educacion, Specialist, Unit of Support for 

 the Cross-section 

        Ms. Patricia Gallarardo, Ministery of Educacion, Specialist, Unit of Support for 

the Cross-section 

        Ms. Gabriela Omegna,Specialist,Programme of Environmental Education,  CONAF 

調査団以外：JICAチリ駐在員事務所 一ノ戸所員 

面談内容： 

双方あいさつのあと、田中団長より団員及び今回の案件概要を説明。CONAMA側が今回の要請につ

いて、概略を説明した。協議のなかでは、チリ側は既に１年半以上をかけてこのプロジェクトの実

施を考えてきていること、パイロット・プロジェクト対象地域は、流域の７つの市（大小あり）で

あること、テーマとしては廃棄物を取り掛かり口として順次地域の環境問題を扱っていきたいと考

えていること等があげられた。 

なお、CONAMAの委員長は3月中には大臣として任命される予定であること、新政権の下環境教育部

局の予算は前年の2倍になったということであり、今後の環境分野の重要性が示唆される。 

調査団から、7つの対象市について人口規模について質問をしたが、明確な回答は得られなかった。 

 

■ プロジェクトの対象地域 

１．第6州のカチャポラルという流域にある7つの市町村を対象とする予定。7つの大きさは様々で、

環境担当部署をつくるようにCONAMAから要請しているが、すべてにあるわけではない。 

 

■ プロジェクトの扱うテーマ 

１．テーマとしては、廃棄物、水、持続可能な消費、生物多様性、エネルギーの５つが考えれるが、

廃棄物を突破口として取り掛かり、他のテーマには順次取り組んでいくことを想定している。 

２．持続可能な消費とは、環境に負荷を与えない消費で、生産段階での環境負荷の少ないものを選

択することや無駄な食品をとり過ぎないことなども含めて考える。 

 

■ プロジェクトのターゲットグループ 

１．プロジェクトでは、7つの市役所の能力向上を考える。そのためには、市役所と学校を核として、

公私を問わず地域社会を巻き込んでいくことが必要である。 
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■ プロジェクトの内容 

１．多機関がどのように一緒に働いていくのかという連携のモデルをつくる。 

２．学校を核として、地域全体に環境保全行動を広めていく。 

３．市町村によっては既に経験のあるところもあるので、その経験を整理し、まとめる。 

 

■ 地域の抱える環境教育の問題 

１．住民への意識づけが難しい。学校で教えたことは学校のなかでは守られてもその敷地を一歩出

ると既に守られない。 

２．中央で政策を決めても実行するのは地方で、また多くの機関が一緒に働く必要があるのが分か

っていても文化的な干渉から難しい。 

 

■ CONAMAの環境教育年間予算 

１．50万ドルの年間予算。これは、昨年に比べると2倍である。 

２． バチェレ政権は、環境教育機関認証制度（SNCAE）を推進していて、環境保護基金も増額している。 

３．すべての市町村に環境担当部署をつくることを要請しているが、現実は難しい。 

 

■ 日本をパートナーとして選択した理由 

１．地域社会を巻き込んだ環境保全の実例がある。 

２．教師など実際に環境教育に携わっている人の人的交流ができる。 

３．環境教育の教材づくりについて交流が図れる。 
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訪問先：国連教育科学文化機関（UNESCO）中南米地域教育分野統括事務所 

日時：3月13日 15:00～15:40 

面談者：Ms. Beatriz Macedo  Regional Officer, Specialist in Education 

調査団：米森、進藤、福田、増澤、JICAチリ駐在員事務所 一ノ戸所員 

CONAMA同行スタッフ：Mr. Cristian Gutiérrez, Mr. Roberto González, Ms.Oriana Arellano 

教育省同行スタッフ：Ms. Valeria Fuentealba 

面談内容： 

 CONAMAより今回の案件概要を説明。 

 進藤団員より訪問目的を説明。環境教育機関認証システムの詳細、UNESCOのかかわり、並びに、

「国連の持続可能な開発のための教育の10年」についてうかがいたい。 

 UNSECOより下記説明。 

1. 本事務所は中南米で教育分野を統括する地域事務所である（科学分野はウルグアイ、文化分野

はキューバに統括事務所がある）。チリ国内においては教育、科学、文化のすべての分野で活動

を行っている。 

2. 認証システムについては当初教育省とCONAMAから相談を受けたが、フォーマル教育の分野での

良い試みであると認識し支援することとした。環境教育の分野では理論的な仕事は多いが、実

施面での経験が足りない。その意味で大変重要な試みである。 

3. 認証システムではプロセスそのものが重要である。学校がプロジェクトをつくるには周囲の関

係者を巻き込まねばならない。またカリキュラムを越えた活動であり、地域の組織、各アクタ

ーが一緒に活動せねばならない。 

4. UNESCOとしてはこのような新しい試みを他の国にも知らせたいが、押し付けはしない。可能な

アプローチとしては、①国際会議などにチリの関係者に参加してもらい発表してもらう（7月に

キューバで会議予定）、あるいは②他の国の人をチリのイベントに招待する、である。 

5. 「国連の持続可能な開発のための教育の10年」についてはホームページでも紹介しており、そ

のなかでこの認証システムについても触れている。 

6. 同上「10年」の世界的なプランは既に作成されており、現在中南米地域としてのプランを各国

の事情を勘案しながらまとめている段階である。このプランに同上の認証システムも記載され

ている。ただし、これらはあくまでUNESCOとしての戦略、ビジョンであり、各国への押し付け

ではない。 

7. UNESCOとして現在の重要課題は、①全世界的にはEducation for all と②中南米地域的なプロ

グラムとしてのPRELACである。 

 調査団より認証システムプロジェクトを開始する際に指標を考慮したか、またプロジェクト・

デザイン・マトリックス（PDM）を作成したかについて質問したところ、CONAMAより指標につい

ては質問票に詳細な答えを準備しており、明日以降議論したいとの返答。 
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訪問先：SERNAGEOMIN 地質鉱山局 

日時：3月13日 17:30～18:45 

面談者：Ms. Renate Wallziegler, Geologist,Sub-director,National Geology 

Mr. Jorge E. Villaqblanca Director, Mine Safety and Environment Training Center 

Ms. Soledad Santa Ana Loeser, Head,Department of Planification and investigation 

調査団：田中、米森、進藤、福田、増澤、JICAチリ駐在員事務所 一ノ戸所員 

面談内容： 

 田中団長、進藤団員より訪問目的を説明。CONAMAと環境教育案件推進にあたり意見交換したい。

特に今回パイロット地域となる第６州は鉱業の盛んな地域でもあるので意見を頂きたい。また

SERNAGEOMINとJICAは長年の良好な協力関係があり、この機会に表敬した。 

 SERNAGEOMINより次の質問、意見、コメントあり。 

1. プロジェクトで扱う環境分野は何になるのか？ (→ 調査団より、範囲としては学校の周辺と

いうことで、現在5つのテーマがあるが、廃棄物が主たるものになりそうである)。 

2. 第6州は鉱業以外に農業も盛んで、輸出果実類はほとんど第6州で生産されている。農薬の問題

も指摘されている。また鋳物工場の粉じん問題もある。 

3. 札幌での環境教育についてうかがえれば、SERNAGEOMINとしての協力にもアイデアがでるかもし

れない。 （→ 米森団員より、札幌市では2010年までに市民の排出する二酸化炭素を1990年

比で6％削減することを目標にして活動していることを説明）。 

4. SERNAGEOMINとしてコミュニテイを対象にして、災害対策をテーマに火山近辺の村とコミニュケ

ーションを行った経験がある。科学的なデータを共有し、災害を避けることを議論することで

前向きに意識を変革できた。 

5. 教育とのかかわりでは、小学校の教員を対象にセミナーを実施した。地質図、地形図などを提

供し、地域の環境診断を進めてゆくものである。このような試みを通じて情報を地域の人へと

伝えている。 

6. ランカグア周辺であればコデルコを訪問することを薦める。同社は長い間色々な経験をしてい

るので参考になることもあるだろう。 

7. 住民との衝突に関連する事例では、アロエ地方で、銅鉱山の浮選廃水が排出され環境汚染をひ

きおこした件がある。現在CONAMAの依頼で協力して評価中である。 

8. SERNAGEOMINとしていかなることであれ、経験を共有し、協力できることあれば前向きに取り組

みたい。 
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訪問先：第6州 Colcahgua県事務所  

日時：3月19日 15:30～16:30 

面談者：Mr. Marco Solorza Moreno(Cachapoal 県知事) 

    Mr. Juan Pablo Díaz Burgos(Graneros市長、チリ自治体連合会・州議長） 

        Mr. Juan Paulo Molina Contreras(San Fernando市長) 

        Ms. Miriam Rodríguez Cruz(Chépica市長) 

        Mr. José Morales Espinoza(Lolol市長) 

        Mr. Nelson Cabrera Marambio(Palmilla市長) 

        Mr. Jorge Jorquera González(Pumanque市長) 

        Mr. Fabian Guajardo León(Peralillo市長) 

調査団：田中、米森、進藤、福田、増澤、JICAチリ駐在員事務所 小林所員 

面談内容： 

 CONAMA第6州事務所長、田中団長より、今回の協力案件とパイロット事業の計画について首長に

説明。 

 米森団員より日本の自治体の環境保全活動の事例を紹介。 

1. 札幌市は雪国でスパイクタイヤによる粉じん問題があったことから20年前全国で最初にスパイ

クタイヤを条例で禁止した。その後国でも禁止が決まり、全国に広がった。このように自治体

が先んじる例もあるが、通常は国が大気、水質、土壌の基準、法律を決め、自治体がそれをフ

ォローする形である。 

2. 札幌市では環境教育の担当として係長1名、担当1名が専任で業務にあたっている。環境教育の

ための環境プラザを民間委託により運営している。 

 環境教育への期待などにつき各自治体側よりコメントを得る（以下各首長の個別コメント）。 

1. 認証制度で最初に認証を受けた学校が地域内にある。教育は長い期間が必要で、子どもの教育

は重要である。是非日本の経験を学びたい。 

2. ランカグア地域では農業のGood Practiceがある。また企業は市場、特にEUの基準で規制されて

いる。廃棄物については国の問題でもある。リサイクルを促進したいが具体的にどうすればよ

いか分からない。 

3. 廃棄物問題は重要で、保健・健康分野と連携して対策を進めたい。 

4. 環境教育の基礎を打ち立てたい。コミュニティの参加が重要である。 

5. ニーズは感じているがどうすればよいかが分からない。市町村の力を結束させたい。 

6. 環境に興味はあるが、今回協力すれば自治体としてどのようなメリットがあるのか？ 

7. 小さな村では環境についての条例が時代に合っていない。工場の立地が進むなか、どうすれば

よいか分からない。 

8. 農業分野での大企業の投資が進んでいる。規制を含めどのようにすればよいか協力してほしい。 

 田中団長より次の2点につき説明とお願いを行った。 

1. 今回の協力は種をまく仕事である。うまくモデルができれば州内だけでなく全国に広がること

になる。 

2. まずは各自治体で環境教育の担当者を設置することである。是非任命頂き、33市町村会議で連

携してほしい。その担当者リストをCONAMAを通じてお送り頂ければ日本側で協力の準備を進め

るのに大変有用である。 
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訪問先：CONAMA廃棄物汚染管理部 

日時：3月21日 15:00～18:00 

面談者：Mr. Goost Meyes (Chief, Waste Area)  

Ms. Claudia Guerrero (Specialist, Waste Area) 

調査団：米森、進藤、福田、増澤 

面談内容： 

■ CONAMAで作成した国家廃棄物管理計画2003-2005の説明を受ける。 

1. 廃棄物管理については所管している官庁がなく、本計画は各政府機関をCONAMAが調整して承認

を得たものである。 

2. 現在チリには廃棄物を特に扱った法律がない。現在CONAMAで草案中で今年中に国会審議に送付

予定である。 

3. まず現状の問題点と背景の整理である。制度的問題（担当省庁がない、情報の不足、自治体の

能力不足）、法律の問題、検査体制の弱さがある。 

4. 計画の基本戦略は まず発生防止、抑制・最小化（３R）、処理、最終処分のヒエラルキーであ

る。 

5. 全国には297の最終処分場があるが、そのうち環境影響調査（EIA）を実施しているのは39であ

る。この39ヵ所で全体の廃棄物量の60％を処分している。 

6. 計画では次の7つの個別目標を立て、それに対して15の活動を示している。 

① 固形廃棄物の不適切な取り扱いによる衛生、環境リスクの低減 

② 公共サービスによる生活廃棄物の管理とコスト回収 

③ 地方レベルでの廃棄物管理計画の策定 

④ 民間市場の促進と廃棄物減量化の文化促進 

⑤ 廃棄物管理に関連した環境教育と市民参加の促進 

⑥ 廃棄物情報システムの整備 

⑦ 廃棄物管理の近代的、効率的組織化 

7. 廃棄物管理は自治体の公共サービスで、利用者たる市民がコスト負担する政策である現実は問

題が多い。市民のコスト負担は不動産税に含まれる形で徴収されるが、2005年に国会が議員主

導で貧困層の免税下限を不動産の価値基準で25UTMから225UTMに引き上げたことから全体の70％

がコスト負担しないことになった。地方の貧しい村では納税割合は2％程度のところもあり、基

本的に廃棄物収集、処分のコストが自治体で賄えない状況となっている。 

8. 今年から処分場の調査と建設については内務省の地方開発行政庁で資金支援を行えることにな

った。 

■ 1995年の開発調査「サンチャゴ首都圏産業廃棄物管理計画調査」について説明を受ける。 

同調査は廃棄物分野のチリ国内の見本として高い評価を得ている。 
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訪問先：Santa Cruz市役所   

日時：3月23日 10:00～11:30 

面談者：Ms. Lidia Pizarro Gamboa市長 

調査団：進藤、福田、増澤、CONAMA第6州事務所 Janina 

面談内容： 

■ 進藤団員より今回の協力案件と訪問目的について説明。 

■ 以下市に関する情報を聞き取り。 

1. Santa Cruz市は人口3万3,000人。 

2. Santa Cruz市役所の職員数は100名。今年2月に組織改変を行い、それまで非公式の組織であっ

た環境部を公共事業局の環境課として組み込んだ。環境担当者は現在1名。 

3. 環境課の業務内容は文書で規定されておらず、その時期の住民のニーズに従って動いている。

排水路の清掃、犬の去勢など環境面にとどまらない保健所的業務も実施している。 

4. 市の年間予算は18億ペソ。うち11.7％を廃棄物収集、処分に、7.18％を緑地造成、保全に支出

している。廃棄物費用については住民の65％が免除されている状態である。 

5. その他別枠予算で、医療保健関係に20億ペソ、教育関係に15億ペソを支出している。 

6. 廃棄物収集、処分は民間に4年契約で委託している。契約金額は一括で従量制ではない。委託契

約は入札によっているが、その際の仕様書は環境担当者が関与している。現在の民間委託業者

が処分場を第6州と第7州の境界周辺に有しており、そこまで運搬している。処分量は1,050トン

／月である。 

■ 市長及び市議会議員に選挙の際の環境面での公約、あるいは議論の争点などについて質問した。 

1. 市長は医療、教育の点を公約とした。健康な食生活と廃棄物管理も関係している。 

2. 以前国の農業機関INDAPと連携したプロデサルというプロジェクトがあり、ゴミのコンポストを

作る運動があった（議員A）。 

3. 現状の廃棄物事業はあと2年ほどで限界にくると考えている（議員B）。 

■ 市長からは今回の案件に是非協力するとの強いコミット表明を頂く。 

■ 日本の廃棄物処理についての質問を受け、福田団員より簡単に説明。 

■ 環境担当者より別途聞き取り。 

1. 現市長になってから環境課の活動が弱体化した。 

2. 市長はもと保健関係の出身であり、環境問題を健康問題の一部としてのみとらえる傾向がある。

環境課を保健部の一部とする動きもある。 
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訪問場所：Mirador Las Cradillas（ラス・カルデヤス展望台） 

日時：3月15日 16:00～16:15 

訪問目的：第6州の環境教育の現場踏査 

 

ラス・カルデヤス展望台は環境教育のためのティングリリカ・ルートの出発点にあたる。このルー

トではティングリリカ川の上流部で水の流れを把握しながら、それが下流に移るに従い、人間の活

動とどのようにかかわっていくかを体験できるようになっている。同地はティングリリカ川を見下

ろす台地上にある。 

 

感想：自然、特に河川と水系との関係を実地に体験できる場所としてよく選定、また教材としても

よく考えられているとの印象である。 
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訪問場所：Escula de Concentarcion Rural Sergio Verdugo（セルヒオ・ベルドウーゴ村落地区学

校） 

日時：3月15日 16:30～17:00 

 

同校は8歳から14歳（第8学年）までの生徒を教育している。全人教育を目標に知育、徳育、体育、

環境教育を実施中。横断的な取り組みを行っている。 

自然教育の一環としての苗床を見学。苗はコミュニティに配布されている。 

 

感想：先生方が熱心であり、また、訪問中直立不動であった生徒の規律正しい態度も印象的であっ

た。 
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訪問場所：Escula Agricola El Carmen、Comuna de San Fernando（サン・フェルナンド市エル・カ

ルメン農業学校） 

日時：3月15日 17:30～18:00 

 

同校では14～18歳を対象に教育を行っており、卒業生にはSecondary Education修了の証書が与えら

れる。学校では農産品15品目を生産しており、国立の農業研究所とも連携している。新しい試みと

して、農業排水の浄化のためのバイオフィルターの実地試験を行っている。これは畑の下流域に5～

10mほどの植生による自然浄化域を設けているものである。なお農業専門学校は環境教育認証システ

ムの対象外であるが、現在どうするかについて検討をしている。 

 

感想：訪問目的の1つであったバイオフィルターについては、その原理も含めて理解が難しかった。 
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訪問場所：Empress Greenvick（グリーンピック社） 

日時：3月15日 19:00～20:00 

 

同社社長は第6州の環境教育認証委員会の委員長を務めており、企業として環境教育に貢献している。

事業は果物の生産と販売である。その生産は「一般」と「オーガニック」の2つがあり、「オーガニ

ック」については無農薬で生産し、海外（主として欧州）に輸出されている。「オーガニック」の収

集後の箱詰め工程を見学した。清潔な工場内でシステム化されて作業が行われていた。 

 

感想： 欧州への輸出が、企業の社会的責任（CSR）へのドライブとなっていることが想像できる。

また無農薬生産物はより高価であり、環境教育の結果、国内での消費が増えれば企業としてもメリ

ットがある。 
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訪問場所：Empress Saint Gobain（サン・ゴバイン社） 

日時：3月17日 10:00～11:00 

 

同社はガラス瓶の製造工場で現在建設中である。本社はフランスにあり従業員20万人、売上げ350億

ユーロの巨大企業である。本工場では稼働後日産50万本を予定している。主としてワイン用である。

この原料に回収したリサイクル瓶を活用することを計画している。リサイクル瓶の使用はエネルギ

ー面でも7％程度の節約につながる。欧州では瓶のリサイクル率は90％に達している。 

そのためにCONAMAと①住民の工場見学、②リサイクル活動の推進の2点で協力している。工場では施

設を見学できるように通路が建設途上であった。 

なお工場の操業コストの50%は原料費（約7万トン）、30％はエネルギーコストである。 

 

感想：ガラス瓶のリサイクル推進が企業の利益に直接つながっており、非常に分かりやすい。 
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訪問場所：Hacienda Cauquenes（カウケネス農場 環境教育センター） 

日時：3月17日 11:30～12:10 

 

本農場の環境教育センターはCODELCO社がCONAF（森林公社）と共同で23年間実施･運営してきている。

教育センターでは苗床で年間23万本を生産、植林活動を行っている。 

教育の対象としては主として中学校を対象にしている、まず講義で木の重要性、コンポストなどの

説明後苗床を見学している。年間の見学者はおおよそ次のとおり。3～6歳児童500人、小中学生

1,200人、大学生50人、成人400人。 

 

感想：CODELCOは世界最大の銅鉱山会社であり、鉱山堆積場跡地などで植林の必要がある。また欧州

はじめ全世界への輸出を業務としているため、ISO14000取得など輸出による社会的責任（CSR）事業

のドライブがある。ある意味で分かりやすい構図である。 
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訪問場所：La Yesca（衛生埋め立て処分場） 

日時： 3月17日 12:30～13:00 

 

本処分場は第6州で最初（唯一）の衛生埋め立て処分場である。1995年に4つの市が共同でEIAを行い、

民間の建設運営方式で入札、事業を実施した。現在COINCA社に27.4年のコンセッションを与えてい

る。また現在は周辺11の自治体の生活廃棄物を受け入れており、これは第6州の50％ほどに相当する。

トン当たりの処理費は約8～9米ドル(運送費別)である。1日当たり700トンの受入れを行っている。 

 

感想：処分場底部のライナー、浸出水処理施設も完備しており、レベルの高い処分場である。また

広域化で自治体が共同で行う事業としてモデルになるものである。 
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訪問場所：Reserva Nacional de Los Cipreses（シプレセス保護区環境教育センター） 

日時：3月17日 16:30～18:00 

 

同保護区はランカグアの北東約50㎞に位置し、総面積は3万7,000ヘクタール。CONAFが管理をしてお

り、調査、保護、またリクリエーションの場となっている。センター内には教育用の展示館があり、

自然や、動植物の生態を中心に学べるようになっている。年間の訪問者数は1万人以上である。ここ

で自然保護以外の科目についても環境教育を行いたい。 

 

感想：よく整備された展示施設をもち、管理体制もしっかりしている。視聴覚機材が必要とのこと

である。 
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訪問場所：La Pintana（ピンタナ市環境局） 

日時： 3月22日 9:00～12:00 

 

 ピンタナ市は自治体による先進的な廃棄物行政のモデルとしてチリ国内によく知られている。

以下聞き取りの内容。 

1. 市の人口は20万人。市の年間予算は約1,800万米ドル。うち30％が環境局である。なお市には低

所得層が多く、不動産税を通じた廃棄物費用の徴収は100％免除となっている。したがって全体

予算の80％はFCM（自治体共通基金）からの補助である。 

2. 先進的取り組みの事例は各家庭における分別収集である。特に野菜ゴミについては専用の容器

を配布している。収集された野菜ゴミはコンポスト化、あるいはミミズ活用の堆肥化を行って

おり、これにより、最終処分場への持込量の減量化に成功している。生活廃棄物の50％程度が

野菜ゴミである。処分場への持込費用が8,000ペソ／トンであるのに対して、コンポスト化は

1,500ペソ、ミミズの堆肥化は500ペソと大幅なコスト削減が可能。 

3. 剪定した植生廃棄物についてもチップ化を進めて処理費用を削減している。 

4. また、環境局内部では廃タイヤを活用してキノコ小屋の実験などをしている。 

5. 野菜ゴミ以外の分別リサイクルについては市として関与していない。 

6. 低所得者層の典型的住居のモデルも設けられ、省エネ、危険防止、健康促進の啓発もなされて

いた。 

7. 動物（ペット）の緊急医療施設も大学との共同で住民サービスの一環で運営されていた。 

 なお当日は第8州の各自治体、CONAMAの廃棄物関係者30名ほど（環境部だけでなく、財務部、公

共事業部の職員も多い）が見学に来ていた。年間に海外も含めて2,000人以上が見学に訪れると

のこと。 

 

感想：貧しくとも創意工夫の余地が大きいことを示せる意味で立派な活動である。ただ根本には

80％の予算を補助に頼らざるを得ない地方自治の問題点もある。 
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 収集容器 

   堆肥化過程  

ミミズによる堆肥化 
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訪問場所：Esculela Barreales  

日時：3月23日 12:00～12:30 

 

 

Esculela BarrealesはSanta Cruz市にあり、既に認証を取得した学校である。生徒数は全部で220人。 

 

 

 

感想：校長先生は女性で他の先生も非常に熱意を感じた。また生徒も規律正しく授業を受けていた。

宗教の先生が作った環境の歌を全員で歌ってくれた。 
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６．環境大臣の任命 

 

2007年3月27日 環境大臣任命について（CONAMAホームページ） 

http://www.conama.cl/portal/1301/article-39628.html 

(2007年4月12日アクセス) 
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７．現地報道 

 

2007年3月16日 事前調査団の活動を知らせる報道。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CONAMAホームページ(2007年4月12日アクセス) 

http://www.conama.cl/portal/1301/article-39584.html 
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第6州の新聞 2007年3月16日 

調査団の訪問を報道 
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